
高速道路料金に関する
これまでの取組状況
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○平成２６年４月より３つの料金水準を導入し、｢整備重視の料金｣から｢利用重視の料金｣へ移行

○首都圏・近畿圏においても、高速道路を賢く使うため、新たな料金体系を導入
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高速道路料金見直しの経緯
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首都圏の料金体系見直し（H28.4）

＜背 景＞

通過交通が都心部を経由している一方で、圏央道等の環状道路の整備が進捗しており、圏央道等の有効活用に課題

整備率(H30.4時点)・・・圏央道：89% （三環状：79%）

料金水準を揃えるとともに、都心部の通過交通を排除し、圏央道等への転換を図るべく、起終点を

基本とした継ぎ目のない料金の実現

料金の賢い3原則（高速道路を賢く使う上で共通の理念）

① 利用度合いに応じた公平な
料金体系

② 管理主体を超えたシンプルで
シームレスな料金体系

③ 交通流動の最適化のための
戦略的な料金体系
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圏央道経由都心経由

3,930

5,050

引下げ

＜厚木IC～桜土浦ICの場合＞

起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現

都心通過の状況

○都心通過交通は約１割減（4.2万台/日⇒3.9万台/日⇒3.7万台/日）
○特に、大型車の減少率が高く、都心の交通環境の改善に寄与

○都心通過の交通量

圏央道を賢く利用

首都高経由 圏央道経由

距離 ９９．５ｋｍ ９８．９ｋｍ

時間 １１２．８分 ９０.６分

料金
３,１８０円

３,５５０円

３,７７０円

３,２６０円

≒

<

※平成29年度平均

＜東名⇔常磐道＞＜東名⇔東北道＞

首都高経由 圏央道経由

距離 １１４．０ｋｍ １５４．０ｋｍ

時間 １２７．１分 １４８．８分

料金
３,５６０円

３,９３０円

５,０５０円※

３,９３０円

例）厚木ＩＣ⇔桜土浦ＩＣ

↓

新たな料金の設定

例：厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ

>

○東名～東北道間は８割以上が圏央道の利用を選択
○東名～常磐道間は距離・時間の違いから圏央道利用は約２割

圏央道の交通状況

同一発着同一料金の設定

<

<
↓
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(厚木ＩＣ⇔桜土浦ＩＣ) 114.0km
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（厚木IＣ⇔久喜ＩＣ)
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(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)

境古河IC～つくば中央IC
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※新たな料金による設定

↓ ↓

>

圏央道経由の
料金

都心経由の
料金

※ＥＴＣ普通車料金（昼間）

首都圏の新たな高速道路料金導入後の交通状況

○平成２８年４月より、首都圏の交通流動を最適化することを目指し、起終点を基本とした継ぎ目のない料金など新たな
高速道路料金を導入

○新たな料金の導入により、都心通過から外側の環状道路に交通が転換するとともに圏央道の利用が促進

3
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H27                    H28                             H29

全車 4,620台⇒ 2,740台 <▲41%> ⇒ 2,650台 <▲43%>

うち大型車 1,490台⇒ 590台 <▲60%> ⇒ 550台 <▲63%>

都心通過から外側の環状道路に交通が転換

（N=2,595台/日）

首都高経由
13％

圏央道経由
87％

圏央道経由
20％ 首都高経由

80％

※平成29年度平均
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近畿圏の料金体系見直し（H29.6）

＜背景①＞
都心部の通過交通は少ないものの、ネットワーク
整備に課題
（淀川左岸線延伸部、大阪湾岸道路西伸部の整備財源）

＜背景②＞

管理主体が混在しており、管理面で非効率などの課題

・阪神高速京都線（新十条通）

京都市に移管して無料に

料金水準を揃えるとともに、ネットワーク整備

に必要な財源確保のための料金を導入

管理主体を統一（継ぎ目のない料金の実現）

・大阪府道路公社（南阪奈、堺泉北）

・大阪府・奈良県道路公社（第二阪奈）

・阪神高速京都線（油小路線・斜久世橋）

ネクスコ西日本に移管

✈

神戸港

堺泉北港

神戸市

大阪市

京都市

 43

至名古屋

至名古屋

京都府

兵庫県

近
畿
自
動
車
道

西
神
自
動
車
道

大阪湾岸道路西伸部
（六甲アイランド北～駒栄）

延長14.5km
約5,000億円

大阪府

大阪港

関西国際空港

大阪国際空港

✈
至広島

至三次

阪神高速 神戸線 （上り） 〈4車線〉

夕方の渋滞損失が、全国の都市高速
の中でワースト１位

午前中の渋滞損失が、全国の都市高速
の中でワースト６位

阪神高速 東大阪線～大阪港線 （西向き） 〈4車線〉

中国道 宝塚トンネル付近 （上り） 〈6車線〉

渋滞損失が、ネクスコ各社が管理する
全国の高速道路の中で、ワースト４位

東大阪線

神戸空港

✈

ろっこう こまえきた

大和川線
（事業中）
延長約9km

第二阪奈
有料道路

南阪奈
有料道路

堺泉北
有料道路

堺市

淀川左岸線延伸部

延長8.7km
約4,000億円

お お さ か わ ん が ん ど う ろ せ い し ん ぶ

よ ど が わ さ が ん せ ん え ん し ん ぶ

凡 例

高速道路等

開 通 済

事 業 中

主 な 渋 滞 箇所

調 査 中 路 線

延長6.9km

大
和
北
道
路

12.4
km

延
長

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

こ う べ に し

な が い た に い し が だ に

※ネットワークの状況はH30.7.1時点

※阪神高速：H24の渋滞状況、NEXCO：H26の渋滞状況
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東大阪線～大阪港線
（西向き） 〈4車線〉

【渋滞損失が、全国の都市高速の中
でワースト８位※】

※平成29年年間･GW期間の渋滞ランキング

森之宮～高井田間

※対象区間：森之宮～高井田

守口JCT

松原JCT

東大阪JCT

第二京阪道路

門真JCT

守口線

東大阪線

松原線

12

13

14

近畿自動車道

○東大阪線において、交通量（森之宮～高井田）は約１%減少
○渋滞損失時間は約１割減少 ○守口線の分担率が約２％増加

東大阪線の交通状況

※対象区間：東大阪ＪＣＴ～東船場ＪＣＴ

○交通量

○渋滞損失時間
「経路によらない同一料金の導入」は一定の効果

料金水準の見直しにより、第二京阪道路の利用が増加

（台／日）

（台・時／日）

○第二京阪道路の利用が平均４％程度増加

新たな料金導入後の交通状況（阪神高速）

○利用台数は微増
○走行台キロは２％減少

○利用台数

※「導入前：H28.6.4～H29.5.31」と「導入後：H29.6.3～H30.5.31」のデータを検証
ただし、湾岸線リニューアル工事および神戸線フレッシュアップ工工事期間を除く期間で集計

6,000

11,000

H28 H29

12,800 12,500

▲２％

（千台キロ／日）

（万台／日）

○阪神高速道路の料金設定

名
神
・中
国
道
な
ど

高
速
自
動
車
国
道

（大
都
市
近
郊
区
間
）

近
畿
道

阪
和
道

西
名
阪
道

阪
神
高
速

(

阪
神
圏
）

第
二
京
阪

整理・統一※※

47.0
円/km

普通車
全線利用

36.6注1

［29.52］注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

※ ※

○近畿圏内の料金水準の整理・統一

※※ 激変緩和措置を実施

注1） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、名神高速の例

注2） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

○第二京阪から大阪都心間の経路分担率

大阪都心
（環状線）

（注１）阪神高速（阪神圏）の料金（普通車）
（注２）利用距離が4.3km以下（1区間利用に限る）の場合、下限料金を適用。

近畿圏の新たな高速道路料金導入後の交通状況

○平成２９年６月より、料金体系の整理・統一とネットワーク整備、及び管理主体の統一も含めた継ぎ目のない料金の実現を目的
に新たな高速道路料金を導入

○新たな料金の導入により、過度な交通集中の生じていた東大阪線の渋滞が緩和するなどの効果を確認
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▲10%
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※「導入前：H28.6.4～H29.5.31」と「導入後：H29.6.3～H30.5.31」のデータを検証

※「導入前：H28.6.4～H29.5.31」と「導入後：H29.6.3～H30.5.31」のデータを検証

※「導入前：H28.6.4～H29.5.31」と「導入後：H29.6.3～H30.5.31」のデータを検証
ただし、リニューアル工事期間を除く期間で集計
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○走行台キロ

72.1 72.2

60.0

70.0

導入前 導入後

+0.1%

549 568 
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［百台/日］

+4%

第二京阪路線平均

444 
(25.8%)
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(28.1%)

1,270 
(73.8%)

1,225 
(71.5%)

8 (0.5%) 7 (0.4%)
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守口線

東大阪

線
松原線

利用台

+2%

1,72 1,71▲1%


